
第 III部

心をみる

数字系列の記憶課題を行うチンパンジー・アユム
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　第Ⅲ部「心をみる」は，三つの章から成っている。第 5 章「コミュニケー

ション」，第 6 章「チンパンジーの視点」，第 7 章「ヒトの視点」である。

　この部で取り上げる研究のキイワードとなる項目を以下に列挙する。コ

ミュニケーション，音声，会話のルール，デュエット，言語の起源，概念，

分類，見つめあい，微笑，模倣，指差し，認知発達，教育，親子関係，物

の操作，道具使用，表情，情動，共鳴，言語と推論，語彙獲得，他者理解，

心の理論。研究手法ないし学問分野でいうと，行動学，発達心理学，比較

認知科学，感情科学，言語学（語用論），といった分野である。

　ここで述べる研究の対象は，ヒト，チンパンジー，テナガザル，ニホン

ザルの 4 種が主要なものだ。人間とそれ以外の霊長類の比較研究から，人

間の心の進化的起源を考えてみた。

　第 5 章「コミュニケーション」では，ニホンザルとテナガザルの音声コ

ミュニケーションに注目した。鳴き声である。イヌがワンワン，ネコが

ニャーオ，ニワトリがコケコッコーだとすると，サルの声はキャッキャッ，

というような声としてイメージしている人が多いだろう。このキャッ

キャッという声はじつは悲鳴である。ガッガッと聞こえる威嚇の声や，ク

ワンと聞こえる警戒の声もある。

　野生ニホンザル研究の黎明期に，伊谷純一郎はニホンザルの音声の種類

と，それらが発せられる状況とを詳細に記述した。つまり，耳を澄ませて

聴いて，その声と状況を描写した。その後，S. グリーンは，サウンドスペ

クトログラムと呼ばれる音響分析の装置を使って，さらに定性的・定量的

な解析をした。こうした古典的な研究の成果として，こまかく分類すると，

ニホンザルの音声は 38 ものパターンに分けられる。

　ニホンザルがよく発する「クーコール」に着目した研究を紹介する。クー

とか，ホーとか，ホアッ，というように聞こえる声だ。比較的平静な状況

で発せられる。群れの中でサル同士がこのクーコールで鳴きかわしている。

つまり，声でやりとりをしている。そこに会話的なルールがある。たとえ

ばクーと鳴いて，返事がないともう一度クーと鳴く。ただし，その 2 回目

の時には，クーの音の長さが長くなり，音の高さも高くなる。人間でも，
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「おーい」と呼びかけて，もし相手の返事がなかったとしたら，2 回目の

「おーい」という呼びかけは 1 回目よりもさらに大きな声になるだろう。

ニホンザルのクーコールについて，会話のルールや，地形や環境の影響に

ついて論じた。また，そうした音声の分析手法がテナガザルの「歌」につ

いても応用された。

　人間の言語（発話）は，いつ，どのようにして誕生したのだろう。言語

の起源を探るうえで，テナガザルの音声はきわめて興味深い。テナガザル

はおとなの雌雄とその子どもたちからなる「家族」をつくり，なわばり性

が強い。「グレート・コール」と呼ばれる声でなわばりを知らせる。ホー，

ホー，ホー，ホア，ホア，ホア，ホオ，ホオオ，ホオオオ・・・と長く続

くので「歌」と呼ばれる。雌雄でそれぞれ自分のパートがあって，精巧な

デュエットをする。テナガザルの種ごとに違う歌がある。なかでもクロス

テナガザルでは，デュエットの中の一部を切り出した形で，雌雄いずれか

が単独で発声する。いわば「ソロ」による歌唱だ。じつは人間のあかんぼ

うの発話の発達も同じではないか。単語から文章を組み立てていくのでは

なく，おとなが発した文章をまずメロディーにのせて聞き取る。その中か

ら自分のお気に入りの単語を切り出して声に出す。そうした発話の初期に

は，まだ単語の意味は理解していない。大胆で魅力的な仮説として，人間

は音を組み合わせることで言語を獲得したのではなく，逆に，「一連の音

声の流れの認識がまず先にあって，その一部を切り出すことで話すように

なった」と考えられる。

　以上，ニホンザルやテナガザルの音声コミュニケーションの詳細な研究

は，行動学という研究手法を学ぶうえで，また人間の発話の進化的起源を

考えるうえで興味深い。

　第 6 章「チンパンジーの視点」では，チンパンジーの知性の研究が紹介

されている。京都大学霊長類研究所には 1 群，14 個体のチンパンジーた

ちがいる。祖父母から孫まで，3 世代からなる群れである。1968 年，研究

所創立の翌年にまずレイコ（霊長類研究所なので霊子，少し怖いような名

前である）が，アフリカからやってきた。その後，アイ，アキラ，マリが
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加わった。2000 年には，4 月にアイがアユムを産み，6 月にクロエがクレ

オを産み，8 月にパンがパルを産んだ。ここに 3 組の母子がそろった。そ

れ以来，「参与観察」と呼ぶ方法で，チンパンジーの親に育てられたチン

パンジーの子どもの認知発達の研究が継続している。

　まず，「分類する」という行動に着目した研究を紹介する。コンピュー

タのタッチモニターを使った実験である。画面に映し出された写真をチン

パンジーが分類する。人間は，たんに分類するだけではない。複数の物の

集合にラベルをつける。概念といってもよい。そうした知性が進化の過程

でどのように芽生えてきたか，チンパンジーの分類や概念について調べた。

　次に，社会的知性の発達をみた。母親と子どもの見つめあい，微笑の出

現，母親の顔の認識，新生児模倣と呼ばれる表情の模倣。見つめられる視

線を好み，他者の視線を追ってその先にあるものを見ることもできる。い

ろいろな点でチンパンジーのあかんぼうは人間のあかんぼうとよく似てい

る。しかし，決定的な違いもある。自己と他者と物という「3 項関係」の

成立だ。それの意味するところの詳細は本文に譲ろう。

　チンパンジーの社会的知性の発達のさらに基盤にある親子関係について

考察した。親が子どもを育てる。一見当たり前のようだが，じつは当たり

前ではない。サケはイクラを育てない。カエルはオタマジャクシを育てな

い。「子育て」というのは，生命の進化の過程で，約 3 億年前に，哺乳類

と鳥類と一部の恐竜の共通祖先にあたる生き物が始めた。卵を温めたり，

乳を与えたりする。次世代への投資だ。人間を含めた霊長類の特徴として，

手がある。それによって霊長類の子どもは親にしがみつき，親は子どもを

抱きしめる。しかし人間だけは例外だ。生まれてすぐから添い寝のかたち

で，親子の体と体が接していない。あかんぼうは仰向けで安定している。

親は子どもの顔をのぞきこみ，手を振り，微笑みかけ，声をかける。そう

した「離れている親子関係」は人間だけの特徴だ。チンパンジーの親子関

係や教育のあり方を検討し，人間という霊長類の本性を考察した。

　霊長類に共通する手と，物を扱う知性の高さが，物を操作する技術や知

識の蓄積を可能にして，人間の高度に進んだ文明を支えている。「積木を
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つむ」というような一見すると単純な課題でも少しくふうすると，人間や

チンパンジーの深い知性を読み取ることができる。人間とチンパンジーと

いう異なる種の知性やその発達を，どのようにして比較できるのか。日常

場面で物を扱う知性に焦点をあてて，具体的な検査の手法を紹介した。

　以上，チンパンジーの物を扱う知性や，分類する知性，さらには社会的

知性や親子関係や教育の研究は，比較認知科学と呼ばれる研究の広さと深

さを知るうえで役に立つだろう。

　第 7 章「ヒトの視点」では，人間だけを対象にした研究を紹介する。人

間の成り立ちを考えるうえで，人間そのものの研究は欠かせない。よく「人

間と動物」という二分法がされるが，これは変だ。人間は植物ではない。

人間は動物である。「人間とそれ以外の動物」と呼ぶべきだろう。同様に，

「人間と霊長類」という誤用もしばしば耳にする。人間は霊長類の 1 種で

ある。したがって「人間とそれ以外の霊長類」でなければならない。「霊

長類すなわちサル」という誤解は，ぜひとも正したい。その意味で，霊長

類の研究には人間そのものの研究が必要だ。霊長類学を「サル学」と呼ぶ

時代は，とうの昔に過ぎた。「サル学」という呼称は揶揄でしかない。霊

長類学は，まぎれもなく人間の学である。今まさに，「ヒトの視点」から

霊長類を見直す作業が求められている。

　二つの研究トピックスを紹介している。まず，表情の認識である。従来

の表情の研究では静止画像が使われることが多かった。しかし，表情は時々

刻々と変化するダイナミックなものである。そこで表情をコンピュータ処

理して時間の経過とともに変化させる「動的表情」を創った。静止画と比

較して動的表情がどのように認識され，脳のどの部位で処理されるかを研

究した。興味深いことに，こうした動画を見た被験者は，「共鳴的表情反応」

をすることがわかった。つまり，ついつられて同じ表情をする。表情に代

表される対人コミュニケーションについて，認知科学や神経科学の視点か

らの研究を紹介する。

　人間を対象としたもうひとつの研究では，言語そのものを取り扱った。

人間の言語的コミュニケーションと，人間以外の動物のコミュニケーショ
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ンの決定的な違いは何か。話し手の意図を聞き手が推論的に解釈すること

が，その違いといえるかもしれない。つまり相手の意図を理解する能力で

ある。意図の理解，あるいは他者の心の理解，さらには「心の理論」と呼

ばれるような研究領域である。語用論という立場から，人間の子どもで，

こうした他者の心の理解がいつごろから，どのように発達するのかを実験

的に研究した。

　以上，ヒトを対象にした研究は，霊長類学という学問が，人間の本性の

進化的基盤の理解をめざした学問であることを強く印象づけている。

　人間の本性を理解するには，さまざまな角度からの検討が必要だ。かん

たんにいうと，体も心も社会も，そしてそれらの基盤にあるゲノムも研究

する必要がある。この第Ⅲ部では，「こころ」と呼ばれる実体に，人間と

それ以外の霊長類との比較を通じて迫る研究を紹介する。そうした霊長類

学のなかでも比較的新しい研究の，取り扱う主題の広がりと，現時点での

理解の到達点をごらんいただきたい。 ［松沢哲郎］


